
買
．

璽

1鱗

團

1配置図

現機能機械学
科棟の位置

桑園



養
蚕
科
の
変
遷

養
蚕
科
（
明
治
4
3
年
）
ー
蚕
糸
科
（
昭
和
1
9
年
）
i

養
蚕
科
（
昭
和
2
1
年
Y
－
養
蚕
学
科
（
昭
和
2
4
年
）
ー
繊
維
農
学
科
（
昭
和
3
6
年
）
1

応
用
生
物
科
学
科
（
昭
和
6
0
年
）
ー
現
在
に
至
る

上願

蚕の頭部形態儂山漁村文化笛会提衡

養
蚕
科
草
創
期
の
姿

明
治
四
十
三
年
ー
大
正
期

養蚕科研究童及び蚕室を望む（大正初期）

置室学生実習室（大正初期）

平置蚕童教官用実験蚕室（大正初期）
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土室蚕種保護用・蚕蜜中庭

　　　　　　　　　　　桑園の造成作業（大正初期）

天塘返1し突習（大正初期，

　　　　　　　52



測量実習（大正初期）

’

摘桑（錦絵）

桑国寅■馬による耕転作業（大正初期）

桑の接木実習（大正初期》

53



桑園の管理寄畦（大正初期）

栽轟突習桑の収穫調査（大正初期1

養蜜実習折ワラ籏・除沙網の作成（大正初期）
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養蚕実習除沙網の蒸気消毒（大正初期｝ 養蚕実習蚕室の消毒（大正初期）

原叢飼宵突賢 蚕の選抜（勝木喜董先生・大正初期》

蚕種の微粒子摘検査《錦絵）
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養蚕実習摘桑鴫大正初騨

養蚕寅習条桑の眼穫（火正初期｝

　　　　　　　　　　　　養蚕実醤
恒温装置による稚蚕飼蒋（大正初期〕

　
駈
臨
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養蚕実習除沙（大正初期》

養蚕実習自在カギを利用した条桑育（大正初期）

養叢実習収繭（大正初期）
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パラ7イン包埋試料の作成実験

蚕体解剖学實験〔大正初期）

蓬体痢理学實験
｛大轟順造先生

　　・大正初期）

蚕胚子観察實験｛大正初期1

5β



標本展示室

徽生物学実験（大正初期》

動物突験兎の採血
（大正初期）

巣立ち　蚕蛾
59



窮化

昭
和
六
年
ー
昭
和
二
十
年

堰薪クヌギ叉はナラの木を用iい、炭ガマの
原理を利用iした1種の1暖炉（昭柚6年｝

叢具のガス消毒
蚕病予防対策としてこのような
消毒法が胴いられていた

　　　　　　　　　（昭和6年㌃

60



実習用蚕種の催青

　　　（昭和6年）

植動痢遷学實験（遠藤保太郎先生・昭和7年｝

　　　　蚕体生理学研究室
（蒲生研究室・昭和13年頃｝
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蚕霊供養塔と供養榮（昭和13年頃》

突習前の蚕具の洗瀞｛昭和13環D

実習前の蚕室の洗灘
（昭和13年）
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蚕卵の塩酸処理（昭和13年｝

養蚕突習中の休憩の一コマ（昭和13年）

製糸実習　座繰機　（昭和13年｝
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養蚤科2庖卒秦一記念徽会歌・大いなるかな灘抽、の1矯勧旺碑i城もこのクラスである（昭秘弥）

遠藤保太郎先生を送ろ養蚕科鶴員一同（昭和16年）
引圃租　．　・ゼ匂　　　　　　　　　　　　　　　　　・．」　　　　　．喝識

戦
時
下
の
緊
急
事
情
に
よ
り

昭
和
1
9
年
～
2
0
年
の
間
、
養
蚕
科
と

製
糸
科
が
併
合
し
、
蚕
糸
科
と
な
り

新
た
に
繊
維
農
業
科
が
創
設
さ
れ
た
。

θ4



昭
和
2
1
年
に
養
蚕
科
が
復
活
。

昭
和
2
4
年
に
信
州
大
学
繊
維
学
部
が
発
足
、

養
蚕
学
科
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

～
昭
和
＝
十
＝
年
ー
平
鷹
二
年

終戦直後の養蚕科教官

’

　
「
♂

終戦直後の桑園実習

再び実習が復活した

　　　〔昭繍23年）

養蚕実習終了後のコンパ

秋和鉱泉
（昭和23年）
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昭和30年の養蚕学科教職員一1同

原蚕飼青実習交配と採卵
　　　　　　（日召孝闘134年）

一】駈

鱗

養蚕掌科コロキュウム
‘生物学教室・昭和胴年1
　　にゐコ
大変驚い想い出のひとつにコロキュ

ウムがある。日本譜も完全に理解で

きない我々が．辞欝と鮪っぴきで原

書を迷訳し、自分の研究発表の如く

大見栄を切って発表するものの、1聞

く人はチンプンカン．それもそのは

ず誘すご本入がわからないのだかち

仕方ない。

（学蚕8回アルバムより）

6β



　　畜度学研究室と桑口

｛武田晃先生。昭和舗年）

’・’

]甑志磁幽一r
「　．・°「L9．　　一・・…　・「；　　一に　　・・盲

昭和35年頃の蚕種遣伝学研究窒

　　冒　山　　1　　　　、　　　　　　　　　　　　　・　　　1　　　：一一　　　　　－

湯一・土’・二三モーd　ゴ．、r」；

植物生理掌・植翰寵理学研魔擦（昭和37年）
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　　　　　　　　　　　　塚田清策先生書
養蚕学科の繊維農学科への改組（昭和36年）

教官用突験蚕室の

農婚への移転改築
これ以後、突習は

この蚕室で行うよ

うになった

1昭欄41年）

　　　水汚染対策の敢組み
この時期前後に環境問題が

クローズアップされた
　　　　　　　（昭和42年）

1コ　　膠 ■■P圏一　曽 “

β8



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スーパースコープによる蚕ウイルス痛の貌察（昭和43年）

蚕体病理実験棟のとりこわし散在していた旧建物が次々と消えていった（昭和44年）

　　　　　　　ノノ
　　　　　ズ　ら　　　　　　　　　　　　コ

鯨ノ　　1
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生命工学実験実習棟（昭和61年竣工）

応用生動科学科の教職口（平成2年）
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製
糸
科
の
変
遷

製
糸
科
（
明
治
囎
年
）
ー
蚕
糸
科
（
昭
和
1
9
年
）
1
製
糸
科
（
昭
和

訓
年
）
　
製
糸
学
科
（
昭
和
四
年
）
1
廃
科
（
昭
和
3
6
年
）
1
こ

れ
以
降
、
製
糸
関
係
の
授
業
及
び
研
究
は
当
時
の
紡
織
工
学

科
・
繊
維
原
料
学
講
座
に
引
継
が
れ
、
同
科
製
糸
専
攻
学

生
は
昭
和
3
9
年
3
月
迄
続
い
て
終
了
し
た
。
し
か
し
、
同
講

座
は
製
糸
に
関
す
る
研
究
面
を
継
承
し
、
現
在
、
繊
維
シ
ス

テ
ム
管
理
学
講
座
と
改
称
し
、
製
糸
に
関
す
る
基
礎
的
・
理

論
的
研
究
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
る
。

開
校
当
時
ー
大
正
期

襲糸工場の煙突（昭和17年｝

繭乾燥・袋詰め突習（大正初期）

　　　　　　　　　　72



角真綿製造実習（大正初期）

ノー一一一一

》
’

で

項懸

・　＼

座ぐり量景
　　（錦絵）

座ぐり実習風景（大正初期）
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足踏轟座《頓艮景
‘雌｝

足蹟み座ぐり寅■（大正初期⊃

一粒繰駄験繰糸突習
　　　　く大正初期）
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生糸の揚返し実習凪景

　　　　　（大正初期）

胃

生糸整理翼習

糸捻り・括造り
（大正初期1）

生糸の色沢検査実習
　　　　（大正初期｝

76



r舘留囎率測定実習

生糸検査風景

　　　（錦絵）

生糸の糸むら及び筋の検査突習
（大正初期）

77



生糸の強伸度測定実験風景
（昭和8f扮

昭
和
初
期
ー
昭
和
＝
十
年

メンタルテストによゐタイムスタディー能率研究風景
（林貞一㌦教授・大正9節一昭柿2｛11噸｝

伊太利式繰糸機による繰糸実習
（昭和5年｝

78



生糸のセリプレーン捲敢実習
（昭和5年）

生糸船賦験突習デュフラン抱合検査機｛日細8年1

繊維の彊体度測定実験

スコット式セリグラフ

　　　　（昭和5年）
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紫外線による繭の蛍光色試験
　　　　　　　　1〔日昌和8年｝1

セ11』シン溶解度測定実験

〔昭和9f卜1

御法川i式多條繰未機

　　　　｛昭和初期）
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臨イ、

　
ー

…
ト
レr

め

7急

P来科校外案習垣の全国分布図
　（昭和16年）

繭のセリ市風景

　　　　（錦絵）

上田繭糸会社の
疏セリ市風景

｛昭和10年）
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乾繭実習風景大和三光式乾燦機
　　　　　　　　　　〔昭籾16年1

煮繭実習風景千葉式轟：繭機

　　　　　　　（昭和15年｝

繰糸実習風景

増沢式多條繰糸機
〔日醤和15年1
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長工式撚糸繰糸機

　　　（昭和初期）

物理実験風景
（日召禾1115｛卜）

製図実習風景（昭和16年1
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｛
昭
和
二
十
＝
軍
ザ
昭
和
三
．
十
六
鋼

戦
後
、
製
糸
は
平
和
産
業
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
期
待
さ
れ
、

に
は
自
動
繰
糸
機
も
実
用
期
に
入
っ
た
。

昭
和
二
十
年
代
後
半

戦後初の製糸科卒業生手にする証書の大きさは本模で最小｛昭和21年4月9日1

入絹の鞘糸巻取方法を応用したポットシルク緯糸機
（揚原，淳教授考案・昭和23年繭）

84



製糸学科1回生、角帽、詰め襟、金ボタン姿が印象
‘7勺　　　σi召拳1124脅L）

信州大学繊維学部発足

昭和24年から製糸学科となる

無熱乾燥直繰機（臼井美明助教授考案・昭和24年）

大学発足当時の製糸掌科教職員
85



裳習用に使珊した恵南式自動繰糸機
　　　　　　　　　　　（1賭｛胴¶32｛F，

実習園に使用したたま10型自動緯糸椴

1昭和132荊

搬維学部機構改藁式
　…％時・、人造繊維とくに

合成繊維の画期的発展に
ともな1い、新時代の趨勢

に即応するための体質改
善が企てられた。

　製糸学科は廃科となり．

製糸・紡織学科は繊維桟
械学科と紡織工学科に改
組された。

　　　　‘昭和36年6，D
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製糸科5伊1の歴史を築いた本拍製糸工場 取壊し直前の姿 （H’｛看062‘F）

製糸学科最後の頃の
卒桑生と教職員（昭和37年3月）
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絹
糸
紡
績
科
の
変
遷

本
科
は
、
大
正
8
年
に
絹
糸
紡
績
科
と
し
て
設
立
さ
れ
、

以
来
科
名
を
次
の
よ
う
に
変
更
し
な
が
ら

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

絹
糸
紡
績
科
（
大
正
8
年
Y
－
絹
紡
織
科
（
昭
和
9
年
）
1

紡
織
科
（
昭
和
1
9
年
）
ー
紡
織
学
科
（
昭
和
餌
年
）
1

紡
e
工
学
科
（
昭
和
舗
年
）
1
繊
維
工
学
科
（
昭
和
剃
年
）
ー

繊
維
シ
ス
テ
ム
工
学
科
（
昭
和
6
1
年
）
1
現
在
に
至
る
。

天
正
初
期

機械実習・蒸気工ンジン

製図教室

一
鍵

響

創立当時の絹糸紡績科の建物
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精練工程

絹
糸
紡
績
実
習

練条機

円形榜綿機
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飴紡機

、」鴛L壷

仕上げ工程ガス焼機

始紡機・精紡機

go



準備工程合糸・撚糸機

製
布
実
習

手機繊槻に取り組む

霞
一一一一’

，
，

ドビー付力織擾

91



製図実習

昭
和
初
期
ー
珊
在

物理学実験

桀色実験

獣2



紡毛杭綿機の整備

紡
績
実
習

精紡機・合糸披の操作

リング精紡機に取り組む

ミュール精紡機を扱う

93



製
布
実
習

準糖工程整経椎（昭和8年頃｝

自動織機に取り組む（昭和9年｝
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　メリヤス工場にて

K式靴ド編機の操作
　　　　（II1｛和9年1

突習用織機工場の一邪．

大請吊り編機の編立て
」　（腿召利」17でF）

95



化学分析（昭和58年1 粗紡機に取リ組む　1昭和35Il・｝

輿験装置の製作〔昭和621「1 光集積回蹄製作実験いr成2『D

研究室での憩いのひととき

靴
ー

【

、
貞

幽

検定用繰糸機

96



電子顕徴鏡現日本電子（株）2号機（昭和27年｝

研
究
機
器
の
移
り
変
わ
り

空気精紡機（昭和37年）

ミニチュァスピニング

セット　　（昭和41‘1三）
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ウオータ・ジェットルームえ昭椥41年｝

L＿編＿，

真空冷環乾燥機〔1昭和覗年1

　　　　　　　　98



走査型電子顕徴鏡（昭和52年1

フライス編機丸編機（昭和45年）

虞
鱒



製
糸
教
婦
養
成
科
の
変
遷

旧
規
定
に
よ
る
製
糸
教
婦
養
成
科
（
大
正
初
期
）
1
製
糸
教
婦
養
成
科
（
昭
和
6
年
）

f
製
糸
教
娼
科
（
昭
和
皿
年
擢
月
）
ー
蚕
糸
別
科
製
糸
コ
ー
ス
（
昭
和
飾
年
）
1

廃
止
へ
昭
和
錬
年
）

天
正
期
湧
－
昭

製糸教婦養成科の徽章

旧規定による製糸教婦養威科

　　　　草創期の糸捻1り風景
　　　　　　　　　伏Illl期）

●

湊

　、ぱ　　　・曜簿　 ，

　　礁灘蜘　　　　レ　゜

澱嬉／べ』
り「 ｹ　　渉霜
　　　　　戸プ匿 @　　　　　　山
　，　工　・
　マ　

ゲロ

　　しぼ．1、Dク冨・b

　　國　1唾靴’L

　
　
，
，
、
㍉

　
　
、
轟
∴
　
・

寧レ

艨
D
　
　
許
　
！

　
　
　
　
　
凸

潔
「
ー

鮮

＜4孕

　　“　罰

、

製糸工場及び貯水タンク （昭和初期｝
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製糸教婦養成科生徒の下校風景（昭和初期）

r．

♪．
@　　ド、・，ン　望．．一～　　，・

講堂前にて卒業記念撮影（昭和9年3月）
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脚法川式茎條繰糸機による繰糸実習風景（昭和初期）

生糸の揚返し（再繰）風景

　　　　　　｛昭秘初期｝

＿』二・一L』4＿訟一一 。球濫憲必跳ジ 幽　　　　r一、 ．　　　’＿』，蘇禽ジ

校内藤棚の下で　ペルトに教婦幾成科のマーク
が兄える｛lll菖和初欝抑
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煮繭実習風景σ昭和初期》
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漕通機1〔座繰機）による繰糸実習風景

　　　　　　　　　　　｛昭和棚りD

増沢式影條繰糸機による
繰糸実習風景dl’｛和初期）

製糸教婦養成科及び製糸科の教官（昭和14年1

11ρ4



講養風景大瀧教授

製糸教娼養成科教室前にて（昭和12年頃）
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校庭で卒巣記念撮影1昭和M年1

スキー実習

菅票スキー場にて ｛昭和コ0年畷0

製糸教婦養成科教釜前にて卒業記念撮影（昭和16年3働

10β



実習休憩のひととき（昭和21年・）

一一K＿～＿一

製糸工場にて（昭和23年）
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1回生の卒業記念
1〔1聡稗27年31D

つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
昭
和
麗
年
ー
昭
和
3
7
年

自動1繰糸爽習風景

i

疋

泳欝引唾・1螺摺

2回生の卒業記念1昭棚28年｝
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蚕体痢璃学実験

昭
和
2
6
年
5
昭
和
3
7
年

蚕飼實突冒（3回生）

窪

●

（
●
曹

曙
塵

摘桑案■

3囹生一縄
塞鶴



繊
維
化
学
科
の
変
遷

繊
維
化
学
科
（
昭
和
1
5
年
）
ー
繊
維
工
業
化
学
科
（
昭
和
3
6
年
）
－

素
材
開
発
化
学
科
（
昭
和
6
3
年
）
ー
現
在
に
至
る

建
物
の
移
り
変
わ
り

蓬衆化掌研究室　繊維化学の前身の建物。現在も残っている数少
ない建物で、当時では珍らしい鉄筋コンクll一ト建て。手前はポ
イラー叢（昭和15年頃加

化学科教官棟と学生実験棟
（昭和24年1

繊維化学科棟 グランドかち望む（昭和24年1

　　　　　　　　110



　　　繊維化学科棟全景

バックに千曲川・小牧山

　　　　　　〔昭和29年）

、繊維化学科建物　片倉L業（株｝の寄付金

で昭和16年に建てられ、昭和36‘Fの繊維

　L業化学科への改組を経て、昭和41年現
在の研究棟の建設のため取り壊される。

壊される直前に撮影したもの
（腿召幸ll41年）

e維化学科建物竣工記念碑　昭和16年の
竣工時に作られたもの。現在は科研究棟
の左前に建てられている

111



研究棟新営鍬入れ式
繊維工業化単科研究棟

籍営のための鍬入れ式
1〔昭和42年）

・　　噌 婚

鷺設進心研究棟｛昭梱2痢

水道用タンクの据え付け
　　　　　　（旧1召和42碑三）

112



新営繊維工彙化学科建物　昭稲3年新築

された直後の研究棟。現在隣設されてい

る管理棟などはまだない頃

鞠喚

管理棟兜成　科研究棟に連結して建てら

れた管理棟（右側、昭和46年）

素材開発化学改岨螢の現在の研
究棟のたたずまい　昭和63年繊

維L業化学科から現学科に改組
され、iド成2年研究棟の裏側に

情報ネットワークシステム用パ

ラポラアンテナが建てられる
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繊
維
工
業
化
学
科

設
立
二
十
五
周
年
記
念
行
事
（
昭
和
4
0
年
）
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　　　　記念式典
北條委貴長の挨拶

嫉
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響
妾
ま
翠
葵
祝
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場

　
ほ

〆
獺

講演風
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分別実験　高分子の希薄溶液からの
沈殿分別（昭和40年）

科
内
あ
れ
こ
れ

ハダシでテニス　研究の合間、

科職員の人達とテニスを楽しむ

　　　　　　　　　（昭和40年）

新規な高分子材料の開発に励む研究室　種々

の方法で交換・構造制御・修飾された高分子
材料から高性能・高機能な材料を作り描すた

めの研究を行っている院生・学部生達

　　　　　　　　　　　　　　　（昭和55年）
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ゼミ風景　講座内で．外国雑誌に
掲載されている研究論文などの内

容を紹介し含う

　　　1〔昭和55年、三階ゼミ室で）

研究棟置上でのビァパーティ

　研究の合間、椅に特い夏の

夜、研究棟屋上でピールを飲
みながら研究のこと人生のこ
となどを講リ倫う（平成2年）
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化
学
系
学
生
実
験
風
景

滴定による分析実習（化学科創設以前、大正初期》

分析実験（化学科創設以前、大正初期）
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反応装置の組み立て
がら蓑置の轍み立て
　（化学科創設以繭、

本を見な

大11三初期ゆ

染色実験　梅Fの1㌧に・㍗・て糸東を回しながらの
染色〔化学桝創設蝋llll、大」rl初鱒D

　　　　　　化学実験風景
〔化学科創設当時、昭和15年1
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顕徴鏡鏡察　徴視の世界を

探る（昭和26年頃）

学生実験　卒業研究に入る前、2・3年次に分析、物理
化学、有機化学、高分∫・化学などの基礎的な実験操作・

解析を科研究棟の二三・四階の学生実験室で一通り習う
（厨召考…n55年）
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繊
維
農
業
科
の
変
遷

繊
維
農
桑
科
（
昭
和
四
年
）
1
廃
科
（
昭
和
£
応
年
）

一
昭
秘
冊
年
髭
舳
年
ー
ー

秋の収穫祭
〔1瑠和21年｝

麦作突習のひとコ1マ
　　　　（1昭和2営年）

新入生歓迎大会
（昭和1鎗年）



繊維農巣科2回生（1昭和23年）

繊維農業科教官のプロフィール

　　　　　　　　　（昭和22年）

　　　　　　　　　一』マニ亀乍，鰹
繊維農桑科3回生の卒桑記念（昭和24年）
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授業風景
〔II♂｛秘21年｝

実習風景
（闘1｛イ引121fド》

蚕
糸
・
紡
織
専
修
科
（
昭
和
2
0
年
）

廃
止
（
昭
和
2
2
年
）

蚕
糸
・
紡
織
専
修
科

　　　　　　　　　　　　　鰹

、・ s

1

運動会（昭和2且年茅
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猛・・一’艮一

菊　　麹・

∂

綴

繊維槻械学科表札　昭和39年設置（製糸科35回卒緑問武氏寄贈［

繊維機械学科棟第2期工事 昭和37年より東半分に相当する一1二事が行なわれた

繊
維
機
械
学
科
の
変
遷

繊
維
機
械
学
科
（
昭
和
3
6
年
）
1
機
能
機
械
学
科
（
昭
和
6
1
年
）
現
在
に
至
る

完成した繊維機械学科棟　手前に見えるのは生物教室。現在は緑地となっている（昭和38年）
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掌科開放　学部祭に科を開放（1昭和39年）

機械工場　実習教育に使琳されたが、新しく
繊維敏轡実験実習棟の新設により取りこわさ

れた

万能引張試験機1による引張試験
　　　　　　　　　（日召零039年｝
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工作擾械の新工嬬移転　新築された畿維教脊実験実習棟
擾械工場に機械科棟内の工作機械を移動する
（昭和63年｝
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忙

畿維化学工学科麓動兜成
｛昭和39年竣工）

含成繊維の漕融紡糸

化学工学宴験
（昭和43年）

搬
維
化
学
エ
学
科
（
昭
和
認
年
）
ー
精
密
棄
材
エ
学
科
（
昭
和
6
2
年
）
1
現
在
に
至
る
。

繊
維
化
学
工
学
科
の
変
遷

一齢一髄鼠弩撃繁藁轟桑。窮璽

潮設当聴の赦職員・学生の翻ぶれ｛昭和髄年）
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捜巣風景（昭和63年）

化学工学奏験嵐景

合閥ゼミナール（昭和63年）
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交沈研究操巣
　（平成元年｝

最近の敏職員・学生の顔ぶれ｛平成2年1

調螺勧馳L

現在の研尭擦（左瑠）

　　　　〔平成2年）
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完成した機能高分子棟

　　　　（昭和54年）

擾
能
高
分
子
学
科
（
昭
和
5
3
年
）
i
現
在
に
至
る
。

機
能
高
分
子
学
科
の
変
遷

高分子糠碁碗工事

　　（昭和53年）

』』L

地鎮祭（昭和53年）

高分子棟亮成両近
（昭和53年）

F
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大学祭

槽能高分子学科1朗及び2期によ
るみこし行列の出発式
（昭和55年1
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譲

大学祭での団畏の舞
振付は、繊維農学科小山畏雄先生
歌講は、機能高分子学科近藤慶之
先生1こよるく昭和55年）

団畏の舞が3年ぷ5」に復活

　　上田わっしょいの日に
　　　　　　　（平成元年）
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スパック敏授を囲んで
（昭和56年）

竹本喜一教授（大阪大学工学部）を囲んで

　　　　　　　　　　　　　（昭和58年》

フランスESPCI大学（パリ）より

」・シモン敦擾1トお迎えして
（昭和63年）
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付
属
農
場
の
変
遷

明
治
四
三
年
養
蚕
科
と
共
に
劇
設
ー
昭
和
一
九
年
繊
雑
農
業
科

新
股
に
と
も
な
い
大
室
農
場
壱
併
設
ー
昭
和
二
四
年
大
学
昇
格

の
際
、
学
部
付
属
農
場
と
し
て
官
制
化
ー
現
在
に
至
る
。

学
内
農
場

倉沢叢徳先生とガラス室（昭和13年）

小牧山壱背景にした農場棟と桑園創業期（大正初期）

132



18管理研究棟

園芸研究室、技術室、教室
（昭和35年）

　　　　　　　旧研究棟
栽桑、作物、畜産研究室

　　　　　　（昭和35年）

1　．．9　へ
．・・【・誤．4r

』‘ ｰ　晒　：宝飢∵き書・覧£∵

トレーラーの悶転（昭和46年） 太部山を費景にした現在の藁口
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　　　マ　ニらロゴ　コ

∵91ml・

　ξ

慰喪のひとと孝

伊藤武男先生を1囲んで
〔昭和25年〕

大
室
農
場

（
昭
和
四
年
創
設
）

大室優場での

　　養蚕飼青
1昭和30年代｝

大童慶遇の輿習風景
1昭租30年頃）
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イニ，で

伊勢湾台風による庁書の披書
（昭和34年）

旧庁書及び■娼全景（昭和53年）
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京大桜田教授来校

繊維工業化学科25周年を
記念し、学郎で瞬濱．そ

の折幽時施般の興研究室
に立窃り呉先生と請をか

わされる格田一郎先生
（昭和40俸II

高
分
子
工
業
研

　　　　　　　　究

織摺祭施
　　　　　　　設

　　　　　　　の

　　　　　　　変

　　　　　　　遷

施設増簗
（昭和41年，
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モノマー合成ライン　施設一階入口実験室で
まだ不完全なライン（昭和41年）

垂

回転粘度計　絹糸の形成過程を溶液粘度から解析するため大活躍したHercules

High　Shear　Viscometer（昭和41年当時》

施設金景 かなり大きくなった白樺の樹をバックに

　　　　　　　　　　　　（昭和46年）

実験に励む学生適（平成2年）

「
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